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今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
、
四
月
に
福
鳥
県
議

会
議
員
と
国
見
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
と
は
、
間
接
民
主
主
議
制
度
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

選
挙
で
選
ば
れ
た
代
表
機
関
の
決
定
は
国
民
の
、
あ

る
い
は
住
民
の
意
志
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
重
要
さ
が
わ
か
り
ま
す

。

今
回
の
選
挙
は
、
町
政
か
ら
県
政
ま
で
、
わ
た
し

た
ち
の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

。

ぜ
ひ
、
有
効
に
こ
の
機
会
を
生
か
し
た
い
も
の
で
す

。

四
月
に
県
議
選
・
町
議
選

兮
乍

の

叫
り

に
は
第

卜

．
川
の
統

．
地
な

選

乍
か
ｔ

国
で
ほ

わ

れ
ま
す

こ
の
統

．
地
万

選

挙
と

は
、
（
ｒ
川

の

地

方
公

北
川

休
の

議
余

の
議
い

と

災

の
多
で

か

．
．り
か

．ｈ
．ｌ

り
の

間

に
任

閇
か
満
ｒ

す

る
の

で
、

住
民

の
選
‥ｆ

愚

識

の
心
揚

や
世

挙
乍

栲
の

運
営
Ｌ

、

特
例
泌

で

こ
れ

ら
の
函

爭
を

統

．
し

て

行
う

む

の
で
聿

県
議
会
議
員
選
挙

４
月
３
日
　
告
示

４
月
ａ

日
　
投
粟

○
投
票
で
き
る
人

・

昭

朏
四
－

．
り

四
り

卜

．．．川
以

前

に
十
ま

れ

た
人
（
投

票

卩
硯
在

で

．
．
卜
歳

以
卜

）

●
昭

和
ハ

ト

．
弟
卜

．
．
り

．
．Ｉ

Ｌ
Ｈ

以

前
か

ら
引

き
続

い
て
川

目
｀
町

民

で

あ
る

人
　

た
だ
・
し

、

卜
．
．
川

卜

日

以
降

県
内

の
他
の

巾

町
吋

に
転

出

し

た
廴
で

も
転
川

瓦

の
選
挙

廴

名
簿

に
ひ
録

さ

れ
て

い
な
け

れ

ば

当
町

で
投

票
か
で

き

ま
す

○

議
員

定
敗

仙
達

郡

選
出
　

四
叭

町
議
会
議
員
選
挙

４
月
2
1日
　
告
示

４
月
2
6日
　
投
票

○
投

票
で
き

る
人

・

昭

和
四

十
．
．彫

四
川

．一
十

し
Ｈ
以

前

に
生

ま
れ

た
人

（
投

票

日
現
在

二

十
歳
以
Ｌ

）

●
昭

和
六

丿
几
壓

‐１
月

二
十
日

以
前

か
・
６
引
き

続
き
川

日
｀
町
氏
で

あ

る

人
Ｏ
議
良
定
数
　
二
十
名

有
権
者
数
（
6
1年
９
月
１
日
現
在
）

8
8
6
2

人

Ⅲ
W
4
2
5
9
人

女
4
6
0
3

人

町
議
会

議
員

選
挙
立
候
補
予
定
者

に
対
す
る
説
明
会
の
開

催

統

．
地
方
雌
乍
に
よ
る
川
見
町
議

会
議
八
の
選
乍
か
、
叫
月
一
．
卜
六
川

執
行
さ
れ
ま
す

国
見
町
選
挙
管
理
を
ほ
余
で
は
、

二
の
選
卒
に
立
慨
補
を
千
定
し
て

い

る
方
、
ま
た
は
そ
の
代
理
の
み
を
対

象
に
、
次
の
卜
陞
で
立
候
補
の
柚
出
、

乍
在
昔
投
票
制
暖
、
選
挙
運
動
な
ど

の
概
要
に
っ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
．

。
。日
時

昭
和
六
卜
二
年
。
パ

エ
ｊ
ｈ
日
哨

Ｔ
後
‐‐
時
。
。卜
分

几

場
所

凶
兒
町
祉
鳩
委
‥‥’会
室

气

階
）

統
一
地
方
選
挙
投
票
の
注
意

○
住
所
移
転
さ
れ
た
方
の
投
票
方
法

こ
れ
か
ら
三
月
、
四
月
と
人
の
移

勧
時
期
を
む
か
え
て
、
四
月
十
二
日

に
は
、
県
議
会
謫
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す

．
住
所
を
移
転
さ
れ
た
方
で
転
出

先
が
県
内
の
方
は
、
次
の
方
法
に
よ

り
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

１
転
入
届
を
昭
和
六
十
一
年
十
二
月

二
十
七
日
ま
で
出
し
た
方
は
そ
の

後
、
再

転
出
し
な
け
れ
．は
、
転
入

地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
・

２
右
の
期
間
後
転
入
届
を
出
し
た
方

は
、
以
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る

の
が
原
則
で
す
．
し
か
し
、
少
々

手
続
き
が
面
倒
で
す
が
、
投
票
用

紙
を
転
入
地
に
郵
送
し
て
も
ら
い
、

転
入
地
で
不

在
投
粟
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
・

い
ず
れ
の
場
合
も
、
新
住
所
地
の

市
町
村
長
の
発
行
す
る
証
明
魯
ま

た
は
住
民
禦
（
写
）
な
ど
が
必
要

に
な
り
ま
す
．．

３
四
月
二
十
六
日
の
国
見
町
議
会
誦

員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
投
票
日
に

国
見
町
に
引
き
続
き
居
住
し
て
い

な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
．．

を
詳
し
く
は
国
見
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
『

Ｓ
八
五
―
二
一
一
一



町県民税 ・所得税・個人事業税

申告は３月16日までに

昭
和
六
十
一
年
分
所
得
の
、
町
県

民
税
・
所
得
脱
・
個
人
事
業
税
の
申

告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
税
の
理
解
と
。
申
告
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
次
の
日
程
で

所
得
申
告
・
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。。

○

期
日

日
程
表
の
と
お
り
（
混
維

を
さ
け
る
た
め
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
お
い
で
く
だ

さ
い
）

○

会
場

役

場

第

一

く
 
4

（

二

階

）

ｉ

岡
入

川
か

ら
お
入
り
く

だ
さ

じ

○
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

－８
リ

ー

◇
持
参
す
る
も
の

一
．
配
付
き
れ
て

い
る
申
告
丼
と
印
鑑

二
、
生
命
保
険
料
。
生
命
共
済
。
建
物

艮
済
お
よ
び
火
災
保
険
料
な
ど
の

払
込
証
明
書

三
、
医
療

費
亥
払

証
明
お
‥
（
夂

払
医

療

費
か

所
得
彖
額

の
Ｅ

。。
ま
た
は

丘

万
円

を
超
え

る
方

）

四
、
譲
渡
所
綿
の
あ
る
方
は
売
買
契
約

耆
气
申
告
荐
本
人
お
よ
び
家
族
の
み
か

日
雇
、
出
稼
な
ど
を
し
て

い
る
鳩

合
は
給
与
証
明
蠢

六
、
水
陥
、
緊
炭
、
養
蚕
な
ど
の
北
済

彖
明
細
書

七
、
人
農
槻
只

な
ど
を
昭
和
六
ト

ー
年

巾
に
購
人
さ
れ
た
方
は
そ
の
領
収

書

（
、
事
業
、
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方

は
、
総
仕
人
、
売
上
、
経
費
な
ど

の
帳
簿

九
、
収
人
血
課
税
方
式
の
対
象
と
な
る

農
作
物
（
ト
マ
ト
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

な
め
こ
、
干
柿
、
い
ち
ご
、
緊
樹
、

に
ら
、
き
？
つ
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
し
い
た
け
、
い
ん
げ
ん
、
凍

豆
腐
。
養
蚕
、
乳
牛
。
専
門
野
菜

畑
）
の
収
入
金
額
の
明
細
書
お
よ

び
証
明
書

ｔ
、
還
付

申
市
口
を

さ
れ

る
方

は
．
給

与

所
得

の
源
泉

徴
収

票

ｔ
一
、
そ

の
他
、
必
要

と
認

め
ら
れ

る
資

料
、

証
明

諮
な

ど
の
μ

類

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
脱
勧
課
（
Ｓ

八
五
一

ニ

ー
’

で

有
四
一
六
三
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭和61年分　所得申告相談日程表

月 �日 �
曜

Ｈ �

巾　　 告　　相　　 談　　 対　　 象　　地　　 区

���午前の部{9:o(}～12:00)�午後の部03:00 ～16: 00）

２

月 �12�

木 �小坂・太田川 �加田・板鳩

�13�金 �泉 田 ﾋ･ 泉Ⅲ中 �泉田下・凡収

�16�月 �内 谷西・内谷淑 �而 城

�18�水 �貝ｍ北 �貝田南

�19�木 �山　恨 �光明寺

�20�金 �大木戸・上野 �山崎北・滝山・石母田東

�25�水 �石母旧 表・石毋田北 �石毋田原・石母旧西・鶉町

�26�木 �町家・宮 家・緋谷 �山崎舘・山崎xjヽ舘・宮前

�27�金 �源宗山（柬・西・北）・大坂 �駅加・錦町

３

月 �

２ �月 �大町南・大町北 �本町・宮町巾

�３�火 �宮町北

�10�火 �森江野第１ �森江野球２・第３

�Ｈ�水 �森江野第４・裙５ �森江野第６・第７

�12�木 �森江野第８・第10 �森江野第９・第1】

�13�金 �森江野第十二 �原町・築舘・並柳

�14�土 �中部・北部 �川　内

命 漠雑し ますので、指定の日においでください



献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

二
月
四
日
献
血
協
力
者
（

敬
称
略
）

ひ
と
こ
と

大越　悦子さん
小坂字川6 の2　36 歳

広
報
で
知
り
、
今
回
初
め
て
献
血

し
ま
し
た
．
思
っ
た
よ
り
苦
痛
も
な

く
、
ま
た
、
血
圧
測
定
や
血
液
検
査

も
あ
り
．
自
分
の
健
康
チ

’ニ

ク
に

も
役
立
ち
ま
す
ね
．
今
後
ら
．
体
調

が
良
け
れ
ば
続
け
て
い
き
ま
す

舟山 富士 男 さ ん

山崎字大坂2　24 歳

私
も
広
報
で
知
り
、
今
回
初
め
て

献
血
し
ま
し
た
、
以
外
に
早
く
終
わ

り
、
痛
み
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た

献
血
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
り
や
ヶ

ガ
を
し
た
方
が
助
か
る
の
な
ら
、（
″

後
も
協
力
し
ま
す
。

こ

般
協
き

阿

部
　
／
　
ブ

竹

川

み
っ
。卜

佐

藤
　
　

広

渡

郎

ヒ
デｒ

志

村

ト
ミ
ェ

阿

部
　
　

時

村

Ｌ

信

廴

後

藤

忠
　
一

松

浦

巾
太
郎

稲

村
　
ヨ
　
ツ

吽

ｔ
　
　

唯

斎

藤
　
一
　
叭

斎

藤
　
セ
ツ
ー

大

泉
　
　

允

川

付

嚊

利

佐

藤

光

似

ｔ

沢
　
ア
サ
Ｆ

菊

地

光

Ｆ

高

橋
　
　

力

酒

拜

恒

ｒ

高

橋
　

．

博

八

励

敏

雄

辿

藤

俊

睛

志

軻

孝

明

後

藤
　
せ
き
１

佐

藤

庄
　
．．．

村

Ｌ

八

ｆ

高

唱

孝

心

渋
　
谷
　
　

叭

唯

藤

寿
　
一

佐

藤

が

人

松

浦

哲

雄

安

藤
　
（
ｙ
ｆ

村

ｈ

ｔ
紀
ｆ

秋

髮

多
希
ｒ

菊

地

直
　
．げ

栗

川

十

忠

ぺ

鳥

富

竹

野

和

ｆ

渡

部

£
　

．

（

国

見

町

農

協

》

若

林

洲
　
．

佐

藤
　
　

力

竹

野

袴
‐‐
郎

熊

坂

丈

屶

ぺ

巻

紅

細

Ｅ

ｆ
　
　

沖

《
国
見
ガ
ス
住
宅

般
傭
》

八

を

ｒ

代
Ｆ

鈴

恥

廣

茂

（

大

木

戸

小

）

佐

竹

刺
　
Ｆ

竹

町

囘

州

人

鬩

浩
　
一

菅

野

心

７‐

石
　
Ⅲ

淌

処

佐

鱗

Ｕｔ

苗

《
国
見
タ
イ

ツ
》

村

Ｌ

洋
　
ｆ

冲

林

川
　
ｔ

人
　
ぎ
　
モ
ト
子

や

沢

カ
ッ
ｆ

松

浦
　
（
　

ル

後

α

黔

枝

巾

山
　
カ
ッ
エ

紺

４

辰

人

佐

藤

京
　
’‥‘

占

川

節

ｆ

大

内

や

ｒ

阿

部

ｎ

ｆ

木

村

ナ
　
ヲ

村

木

公
　
１

野

村

公
笂
ｒ

渡

部

良

ｒ

近

４

時

子

菊

地

カ
ネ
ヨ

鈴

木
　
の
り
ｆ

（

生

協

国

見

店

）

佐
久
叫

正
　
広

本

川
　
　

邵

帰

村

あ
や
孑

中

紂

畔
　ｒ

高

鳩

キ
ョ
ｒ

籥

沼

琢

み

＆

藤
　
セ
ッ
．ｒ

安

藤

紀

’ｒ

高

唱

紀

Ｆ

｛

商

工

会

員

｝

菅

野

昭

雄

哈

汪

賻

典

佐

藤

．．．
叫

野

‥‥
　
　
剛

哨

和

好

陝

φ

藤

ｌ
　
ｔ

巾
　
川

義

Ⅲ心

．４

藤

柵

ｆ

陥

月

辰

皀

冊

山

介
十
男

高

隔

が

ｆ

松

浦

惣

叭
１１

沢
　
　

吸

収

藤

蜆

雄

侖

葎

呪

ｆ

人

森

忠
柚
郎

唇
　
　

α
津
ｒ

＆

越

悦

ｆ

身近にある野草・薬

草 32

セ　　　　　リ

令
国
行
地
の
溝
や
出
の
紬
．
細

い

流
れ
に
群
生
す
る
多
年
草
．
葉
に
は

特
有
の
香
り
か
あ
る
の
で
、
食
用
に

さ
れ
．
最
近
は
栽
培
し
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
．
じ
～
八
Ｕ
ご
ろ
．
枚

散
形
花
序
に
自
色
の
こ
ま
か
い
小
花

を
つ
け
ま
す
『

春
の
七
草
の
一
つ
　
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、

ゴ
ギ

ー
ウ
．
（

コ

ベ
ラ
と
い
わ
れ
る

か
、
他
の
も
の
は
な
く
て
も
こ
れ
一

つ
で
Ｌ
嗔
を
代
表
す
る
ほ
ど
の
大
物
『

七
収
か
ゆ
の
日
か
近
づ
く
こ
ろ
、

た
ん
ぽ
で
と
れ
る
野
生
の
セ
リ
は
丈

か
低
く
、
茎
は
紫
褐
色
を
し
て
い
て
、

た
い
へ
ん
香
り
か
い
い
で
す
。

▼
薬
用
▲

眷
か
ら
夏
に
必
要
に
応
じ
て
地
上

部
を
つ
み
と
り
ま
す
。

神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
に
　
曳
こ

と
ゆ

で
て
、
お
ひ
た
し
に
し
て
食

べ
る
の

が
い
い
で
す
。

小
児
の
解
熱
に
　
生
の
し
ぽ
り
汁
二

Ｉ
’
四
に
ぐ
ら
い
を
一
回
に
飲
ま
せ
る

と
い
い
で
す
『
。

▼
食
用
▲

ナ
イ
フ
で
地
ぎ
わ
か
ら
切
り
と
り

ま
す
。。

料
理
　
一
つ
ま
み
の
壇
を
入
れ
た
熱

湯
で
ゅ
で
、
水
に
と
『
て
冷
ま
し
、

お
ひ
た
し
、
あ
え
物
に
。
生
の
ま
ま

を
な
べ
物
や
汁
の
火
に
し
て
香
り
を

楽
し
み
ま
す
。
た
だ
し
、
麗
す
ぎ
る

と
か
た
く
な
り
、
味
が
落
ち
る
の
で

注
意
。

・
セ
リ
の
中
華
風
あ
え
物

セ
リ
は
か
た
め
に
ゅ
で
て
四
ｍ
長

さ
に
切
り
ま
す
。
薄
日
し
ょ
う
ゆ
、

壇
と
ご
ま
油
各
少
々
、
化
学
綱
味
料

を
好
み
に
合
わ
せ
て
あ
え
ま
す
。

・
セ
リ
と
鮭
カ
ン
の
羽
衣
あ
え

色
よ
く

ゆ
で

た

セ
リ
と

、
と
ろ

ろ

こ

ぶ
を
Ｉ
．亠

妊
さ

に
切
り

、
あ

ら
く

ほ
ぐ
し

た
鮭
カ

ン

と
と
ろ
ろ

こ

ぷ
は

、

．一
．
杯
酢

で
調
味

し
、

』
に
盛

る
直

前

に
セ
リ

を
加
え

て
ま

ぜ
ま
す

．

（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か
ら

）
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菊　池　利　雄

塚野目城跡

塚野目城 要図
([il兄町 役増所蔵｢ 塚野l｣ 村地籍閃｣ によ９ て作成)

塚
野
目
城
跡
は
大
字
塚
野
目
宇
敵

前
の
地
に
あ
り
て
、
南
側
は
阿
武
隈

川
の
氾
濫
原
と
の
比
商
が

】
六
に
、

を
酊

る
川
岸
段
丘
。
北
側
は
西
根
台

地
を
深
く
浸
食
し
た
普
蔵
川
と
、
そ

の
支
流
で
あ
る
矢
／
目
川
が
東
流
し

そ
の
問
を
東
に
延
び
る
舌
状
台
地
上

吻
じ

に
立
地
し
て
い
る
。

明
油
の
塚
野
目
村
地
籟
図
か
ら
読

み
と
れ
る
こ
の
城
の
規
模
は
、
東
西

匸
一
五

口

。
南
北

九
〇
Ｕ

）
の

略
艮

方
形
状

を

な
す

単
濠
叭

郭
式
の

平
城

で

、
地
日
は

水
濠

跡

が
水

川
、

土
塁

に冫

貅
ｆ

一
部

か
山
林

・
草
地

の
外

は
畠
地

と
な

っ
て

い
る

。
濠
幅

は
南

側
で

七
～

一
〇
Ｕ

・
北
側

は

匸

一
卜

と
広
く

、
深

さ
は

未
調
査
で

明

ら
か

で

な

い
。
土

塁
は

西
側
の

一
部
か

残

さ
れ
て

お
り

、
底

辺
部
で
幅

匸
一
‥
い

高
さ

Ｉ
〇
卜

を
量

り
、
他

の
部
分

は

畠

地

に
闘
墾

さ
れ
て

、
わ
ず

か

に
残

る
地
表

面
の

高
ま

り
に
痕
跡

を

と
ど

め
て

い
る
に
過

ぎ

な
い
。

南
側
の
城
門
が
大
手
口
で
、
水
濠

を

土
鳩
で

渡
れ

ば
正

而
に
敵

の
侵
攻

を

阻
み

郭
内

を
見

通

さ
れ
な

い
よ
う

に

莠

の
土

聹
と
呼

ば
れ
る
一

直
線
状

の

土
塁

が
横

た
わ
り
、
右

に
進
め
ば
喰

い

こ
Ｃ
″］
　Ｉ

Ｉ

違

い
の
虎

口

瘤
Ｊ

り
）
を

へ
て

郭
内

に
通

じ
て

い
た

。
こ
れ

は
喰

い
違

い

虎

口
か
ら
枡

形

虎
口
に
移

行
す

る
過

程
で
み

ら

れ
る
構

造
で
、

城
郭

の
発

遼
史
か

ら
み
て

も
重

要
な

遺
牌
で

あ

る
。
北

側
の
搦

手

卩
は
大

手
口
同

ほ

上

檎
に
よ

コ

ヽ
城
外

へ
と
通

じ
、

虎

口
は
土

雛
を

切
通
し

た
古

い
形
式

の

も

の
で

、
鎌
介

時
代

の
遺

構
と
み

ら

れ
る

。
こ
の
よ

う

に
大
手

と
搦

手
の

虎
口
部

の
磚

造
か
相

違
す

る
の

は
、

鎌
倉
時
代
に
築
造
を
み
な
こ
の
墟

か
南

北
朝
時
代
以

降
大
手
の
虎
口
部
か
改

造

さ
れ
た
こ
と
に
由
来
ず
る
と
み

ら
れ

る
。

こ

の
城

の
築
城

の
時

期
は
明

ら

か

で
な

い
か

、
佐
藤

庄
司

元
治

の
家
臣

塚

之

日

人

郎

正

則

の

居

舘

と

の

伝

え

む

あ

る

か

伝

脱

の

城

を

川

な

い

．『
ｊ

｀
’

四

』
）
文

治

五

年

の

奥

州

合

戦

後

伊

達

郡

に

ド

向

し

た

、

伊

達

朝

宗

の

‘
Ｗ

係

に

塚

目

次

郎

為

時

か

あ

り

、

為

時

は

堀

口

を

称

し

た

こ

と

か

ら

こ

の

郷

に

居

住

し

、

塚

野

Ｈ

城

が

居

城

と

も

考

え

ら

れ

る

か

定

か

で

な

く

、

為

時

の

思

塚

Ｈ

太

郎

家

政

は

後

武

蔵

国

筒

井

に

移

住

し

た

と

あ

る

亠

・ ″

″
討

ツ

成

立

年

代

か

未

詳

と

さ

れ

る

「

北

畠

武

鑑

」『

霊

山

軍

記

』

に

は

、

南

北

朝

川

の

観

応

二

年

（

一

三

五

一

）

二

月

、

北

畠

正

教

か

塚

／

日

城

に

楯

艇

一`
ド
宀
１
７
．
’・
お

り

、

高

師

直

の

率

え

る

足

利

軍

と

激

戦

を

交

え

て

落

城

し

た

と

あ

る

が

、

藤

田

城

を

め

ぐ

る

合

職

を

あ

や

ま

り

伝

え

ら

れ

た

む

の

で

あ

ろ

う

．

伊

達

稙

宗

が

そ

の

子

峭

宗

と

争

・

た

天

文

の

乱

中

の

天

文

ト

ニ

午

（

一

五

回
‥
三

）

二

月

に

．

晴

宗

か

人

波

二

郎

に

与

え

た

書

状

に

は

、

『

兵

庫

助

力

に

於

て

者

、

塚

日

名

代

前

の

如

く

進

投

す

一

と

あ

り

、

＾
四

心
一一
一
一
統

゛
こ

の

時

期

塚

野

目

郷

は

大
　

波

氏

の

支

配

地

と

さ

れ

、

塚

野

口

城

か

居

城

で

あ

っ

た

町

能

性

も

あ

る

．

昭

和

卜

四

年

皇

国

史

観

は

な

や

か

な

り

し

頃

、

南

朝

の

忠

臣

で

あ

・

た

北

畠

氏

を

顕

彰

す

る

た

め

、

主

要

地

方

道

浪

江

・

岡

見

線

西

側

の

城

跡

に

塚

野

日

城

跡

の

槻

柱

が

建

立

さ

れ

て

い

る

．

参
考
文
献
、
国
見
町
史
∵

二
・
网
咎

眦
川
町
史
、
古
代
中
世
史
料
榻

歳

時

記

こ

た
つ

こ
た
つ
は
鎖
寒
足
熱
式
の
理
想

的
な
暖
房
と
し
て
普

か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

『
最
近
は
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

・‐
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
困
る
け

ど
、
冬
に
な
る
と
こ
た
つ
に
全
員

集
ま
る
の
で
楽
し
い
」
と
言
っ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
今
は
、
昔

の
よ
う
な
木
炭
の
こ
た
つ
は
彰
を

ひ
そ
め
、
こ
た
つ
と
い
え
ば
電
気

こ
た
つ
で
す
。
そ
れ
も
家
具
謫
こ

た
つ
な
ど
と
い
っ
て
、
下
側
の
出

っ
張
り
が
な
く
、
こ
た
つ
を
使
わ

な
い
季
節
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
し
て

利
用
で
き
る
も
の
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。

近
ご
ろ
は
外
国
人
に
も
こ
た
つ

の
愛
用
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
米

食
、
と
く
に
寿
司
が
ア
メ
リ
カ
で

専
ば
れ
、
ま
た
日
本
の
布
団
を
愛

用
す
る
外
国
人
が
多
い
と
閠
く
と
。

日
本
の
ヤ
ン
グ
が
、
そ
れ
ら
を
見

直
す

。
逆
輸
入
現
象
・

が
目
立
ち

ま
す
が
、
こ
た
つ
も
ま
た
そ
う
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
え
ば
、
一
般
に
掘
り
ご

た
つ
と
い
わ
れ
る
腰
掛
式
の
こ
た

つ
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
。
あ
れ

を
最
初
に
作
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
陶
一
云
家
バ
ー
ナ
ー
ド

ー
リ
ー

チ
氏
で
、
明
治
の
末
の
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
は
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
季

節
な
の
で
、
賢
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

で
は
、
二
月
を
『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。
現
在

は
原
油
価
格
の
低
下
や
円
高
の
彰

一

な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は

ひ
と
こ
ろ
ほ
ど
悪
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
油
断
せ

ず
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
利

用
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。



交
通
遺
児
に

育
成
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

女
通
遺
児
な
ど
の
育
成
の
た
め
に
必

嚮
な
資
金
を
。
無
利
子
で
貸
し
付
け

て
い
ま
す
。

○
貸
し
付
け
を
利
川
で
き
る
方

一
家
の
働
き
手
の
方
が
、
自
動
市

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度

の
後
遺
障
害
か
残
る
な
ど
で
生
活

に
お
附
り
の
ご
家
庭
の
乳
幼
児
お

よ
び
小
中
学
生
。

＠
貸
し
付
け
期
間

中
学
校
卒
業
ま
で

○
貸
し
付
け
金
額

は
匕
め
に
一
時
金
十
二
万
一
千
円
、

貸
し
付
け
期
間
中
毎
月
一
万
五
千

円
、
小
・
中
学
校
人
学
時
に
支
度

金
三
万
六
千
円
。

○
返
還
方
法

中
学
校
卒
業
か
ら
一
年
据
置
き
。

二
十
年
以
内
の
均
等
払
い
。
な
お
。

進
学
し
た
場
合
は
。
卒
業
ま
で
の

期
間
は
返
還
を
猶
予
。

申
し
込
ふ
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
自
動
眠
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

福
島
支
所
（
魯
ニ
ニ
ー
六
六
二
六
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．．

昭
和
六
十
二
年
度

造
林
計
画
申
請

な
ら
び
に
造
林
用

山
行
苗
注
文
受
け

付
け
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
叭
唆
（
存
碵
）
造
林

計
両
な
ら
び
に
造
林
用
山
行
苗
の
申

し
込
み
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
造
林
地
の
字
名
、
地
勝
、
地
日
、

而
積
な
ど
を
よ
く

お
調
べ
の
う
え
、

印
鑑

ご
持
参
で
福
鳥
森
林
組
｀
口
巾
拐

所
（
ｓ

三
四
－

九
恆
二

五
、
三
四
－

九
つ

三
四
）
ま
た
は
役
場
産
業
課
ま

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
直
接
申
し
込

み
の
で
き
な

い
方
は
。
電
話
受
け
付

け
も

い
た
し
ま
す
。

次
に
、
造
林
用
山
行
苗
の
注
文
に

つ
き
ま
し
て
は
、
申
し
込
み
の
約
束

を
守
る
た
め
に
、
代
金
の
一
郎
（
内

金
）
を
ス
ギ
（
ヒ
ノ
キ
）
苗
木
一
本

に
つ
き
川
卜
円
。
ア
カ
マ
ツ
（
カ
ラ

マ
ツ
）
直
木
一
本
に
つ
き
ニ
ト
川
を

預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
反
歩
以
卜
の
造
林
に
つ
い
て
は
、

県
の
造
林
実
査
の
結
果
、
造
林
補
助

金
か
交
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
福
島
森
林
組
合
私
拐
所
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

昭和 6 2 年 苗木価格表

樹　幢箔齢 規格 讌　 咯

λ　キ３年

& 丶ミ ． １幸ｉ た'}
８９円

45㎝ ｌ夲jiたり
８０円

3 １秦当たり
７７円

ヒ ノキ埓 秡● 胄犒

７力１･／２年･

25cs
ｌ水内たり

45 円

?nr。 1り 弧

カラマｙ ２年 ４１Ｓ １夲?iたり
５３円

間
伐
で
健
全
な

山

づ
く

り
を

～
間
伐
促
進

補
助
金
制
度
～

山
づ
く
り
に
は
、
閥
伐
は
か
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
囚
見
町
で
は
、

昭
和
六
１
壓
曵
か
ら
乱
ヶ
年
計
両
で

間
伐
促
進
総
ぺ
口
対
策
を
行
い
、
あ
な

た
の
山
の
｛
継
企
な
山
づ
／
ヽ
り
一
の

お
干
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
楠

助
血
制
度
を
活
用
し
て
、
継
全
な
山

づ
く
り
を
し
ま
し
！
‐
７

騨
し

い
こ
と
は
、
役
場
産
叢
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
｛
霏
ぺ
五
－

一
二

一

。
仔
四

。
六
円
｝

伊
達
西
根
嶇
土
地
改
良
区
城

か
ん
が
い
農
地
面
積

移
動
届
出
に
つ
い
て

昭
和
六
卜
．一
印
度
の
水
利
費
賦
課

に
つ
い
て
、
賦
課
の
基
準
と
な
り
ま

す
農
地
か
売
買
な
ど
に
よ
り
噺
有
権

に
移
動
の
出
た
力
．
経
甘
移
穣
に
よ

り
名
儀
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
農

地
の
貨
借
か
行
わ
れ
た
場
合
の
水
利

費
の
支
払
者
名
を
確
認
の
上
、
伊
辿

西
侠
堰
上
地
改
良
Ｋ
へ
。二
月
二
十
日

ま
で
届
出
て
く

だ
き
い
。

連
絡

先

酋
ハ

ニ

ー
ニ

ご
．
一
九

通算老齢年金などの支払月が年4 回になりました

これまで国民 年金、厚生年金保

険および船貫保険から年２回［６

月、12J］）支給されていました通

算老齢年金および通算遺族年金等

の支払いが、昭和62年２月から年

４回に変更されました。

変更された支払月と支払年企額

の内訳は右の表のとおりで す。

支払月と支払年金額

豪主参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ
２ 月 の 支 払j　11 月 、12月 、１ 月の ３か 月分

・５月の支払
｜ �

２月、３月、４月の３か月分

８月の支払 � ５月、６月、７月の３か月分　
｜

11月の支払 � ８月、９月、10月の３か月分

〈注 〉 なお、昭和61年12月の支払いは昭和61年６

月から11月までの６か月分を支払っています

ので、昭和62年２月の支払いに限り、昭和61

年12月と昭和62年｜月の２か月分（初めて年

金の支払いを受けられる方は。支給開始年月

から62年｜月分まで）が支払われ、５月の支

払いから３か月分ずつ支払われることになり

ます。



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
奥
山
邦
夫
さ
ん
（
富
町
北
）
か
ら

五
万
円
―
故
福
太
郎
さ
ん
の

ご
遺

志藤
田
小
学
校
に

◆
宍
戸
伊
勢
雄
さ
ん
（
町
東
）
か
ら

三
万
円
－

故
忠
雄
さ
ん
の
ご
濛
志

県
北
中
学
校
に

◆
宍
戸
伊
勢
雄
さ
ん
（
衙
東
）
か
ら

三
万
円
－

故
忠
雄
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
奥
山
邦
夫
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
万
円
－

故
福
太
郎
さ
ん
の
ご
遺

志藤
田
保
育
所
に

◆
奥
山
邦
夫
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
万
円

丿
故
福
太
郎
さ
ん
の
ご
遊

志小
坂
小
学
校
に

◆
桑
折
道
鳩
小
坂
方
郎
一
同
か
ら

二
万
円
１
竃
行
浄
財
よ
り
教
育
振

興
費
と
し
て

藤
田
幼
稚
園
に

◆
奥
山
邦
夫
き
ん
｛
宮
町
北
｝
か
ら

二
万
円

故
福
太
郎
さ
ん
の
ご
遣

志

昭

和
六

十
二

年

度

朗
読
奉
仕
者
養
成
教
室

生

徒

募

集

福
鳥
県
点
字
図
書
館
で
は
朗
読
奉

仕
者
養
成
教
室
生
徒
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

希
望
者
は
左
記
の
と
お
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
・紀

募
集
人
員
　
　

十
名

申
し
込
み
場
所

柵
島
県
点
字
図
書

館

申
し
込
み
期
間
　

昭
和
六
十
二
年
三

月
十
五
日
～
三
月
三
十
日
ま
で

当
日
消
印
有
効

募
集
条
件

印
学
生
、
生
徒
以
外
の
方
と
す
る

の
基
礎
揃
導
、
五
月
か
ら
七
月
ま

で
の
三
ヶ
月
間
（
毎
週
火
畷
包

実
技
指
尋
　
八
月
か
ら
翌
年
の
一
月

ま
で
（
月
二
回
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分
ま
で
の
問
県
点
字
図
書
館
に
て
受

講
で
き
る
方

募
集
要
項

住
所
、
氏
名
．
年
齢
．
職
業
、
電

話
冊
り
お
よ
び
郵
便
番
り
を
明
記
し

た
文
μ

（
（

ガ
キ
）
を
も
っ
て
巾
し

込
み
を
す
る
こ
と
．

受
講
生
の
選
考

応
募
し
た
方
に
つ
い
て
、
音
声
テ

ス
ト
を
実
施
し
合
格
し
た
方
を
当
該

教
室
の
受
講
と
す
る
．

受
講
生
の
条
件

Ⅲ
受
講
に
要
す
る
費
用
は
一
切
無

料
と
す
る
が
交
通
費
は
自
己
負

担
叨
養
成
歓
室
を
修
了
し
た
者
は
、

朗
読
奉
仕
者
と
し
て
、
県
点
字

図
書
館
に
登
録
し
、
録
音
図
書

製
作
に
協
力
す
る
。

戸籍の窓口
（ １月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

明日香(あ す か)佐藤 与一　貝　 田

政　哉(ま さ や)高檎　一博　商　 城

― 貴(か ず き)高橋 修一･宮 町 北

佳 織(か お り)黒田 健治 耕　 谷

すみこ　　　　 佐久間貞市　川　 内

真( ま こ と〉武旧 勝夫 宮 町 北

修( お さ むヽ )八巻　 隆 徳 江 北

佑　太(ゆ う た)佐藤　幸英　駅　 前

渉( わ た る)菊地　孝義　石母川西

里　沙(り　　さ)柳沼 良夫　駅　 前

健　太(け ん た)斎藤　安昭 駅　 前

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　 部 落

高　橋　浩　志　　　　 鳥　 取

山 家 信 子　　　 自 石 ，ti

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

鳥　槙 成　大　　81　　 第　　二

舟 山 正 英　　71　　 宮 町 北

宍　戸　ミ　子　　81　　 第　 一

佐　蘰 正　二　　73　　 第　　一

宍　戸 忠　雄　　70　　 ・T　 東

佐々木　ス　キ　　65　　 石母剛原

佐々木　セ　ン　　88　　 石毋田北

人口 と 世 帯
２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人
　
　

口

男5.  4 人(  十 1  )

女6  靆 97 人(  ｰ  3  )

･  計 12 ,  81人 （－ ２ ）

世帯敵2  , 8 戸（－１）

転 入　14人

転 出20 人

出　生13 人

死　亡　９人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役場 二層 相蹟 室 （嵐側人口・ らお入りｙさい）

時 間 ： ９ 時 ～IZ 時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お訊軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔相談 口 〕

２月 日 ( 水）後藤　 一・玉手マルヨ

３月５日（木）高鳴藤右工鬥・安藤　トヨ

３月14 日 (土）高橋 隆雄・佐藤八jR子

２月　如月（きさらぎ）

16 日 (月）全国狩猟禁止

19 日 (木）雨　 水

万国郵便連合

加盟記念日

28 日 (土）火災予防運動

３月　弥生（やよい）

1 日 ( 日 ) 全国緑化運動

６日（金）啓　 蟄

７日（土）消防記念日

8 日 ( 日〉国際婦人デー

15卩（日）満　 月



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5  ー2 6 7 6

（有）４156

成

人

式

一
月
卜
五
日
午
前
卜
叶
か
ら
町
公

民
館
で
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
卩
大
人
の
仲
川
人
り
を
し
た

百
卜

．
名
は
．
町
妊
職
杤
代
理
者
ぺ

鳥
助
役
か
ら

ご
．１
一
皿
紀
に
向
か

じ
气

常
に
心
に
笑
仙
を
持
・
て
廴

と
接
し
．
阡
会
の
た
め
に
役
＆
ご

て

く
だ
さ
い
・

と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

受
け
、
次
い
で
成
廴
証
お
、
記
念
品

な
ど
が
噌
ら
れ
ま
し
た

宋

賓

今
代

衣
し
て

賀
藤

町
跳
会

議

長
の
睨
辞

か

あ

り
、

最
後

に
成

人
荐
を

代

表
し

て
人

枝
の
瀬

。尸
£
志

さ

人
か

一
人
間

と
し
て

の

自

覚
と
決

意
を

持
　

て

。

山
印

す

る
課
也

に
背
を

向

け

る
こ

と
な
く
粨

い

い
ば

い
努
力

し
ま
す

ゝ
と

答
辞

が
あ

り
ま
し

た

人
終
ｒ

後

、
ア
ト

ラ
ク

』／
。
√
／
に
入

り
、
乱

竹
ア

ン
サ

ン
ブ

ー
の
軽
快

な
演

を

を
闘

き
、

記
念

町
貞
撮

杉
を
終

え
ま

し

た

成

人
行

だ
ｔ

は
。

．Ｉ

り
の
Ⅲ
心
い
出
亡
吸
友

レ
ー糺

し
ぐ

語

り
へ
口

て

い
ま

し

た

阿
津
賀
志
学
級

寿
祝
い

‐‐‐

月

ニ

ト

．‐
．
．
卩

恒

例

に

よ

る

新

り

会

「

与

祝

一

が

行

わ

れ

、

町

い

に

長

与

を

呪

福

し

あ

い

ま

し

だ

（

’
年

度

の

寿

祝

い

該

町

者

は

、

占

希

の

力

が

十

円

名

、

喜

々

の

り

か

．
．
ト

ー
名

．

米

与

の

方

が

瓦

乱

、
（

口
ｊ

円

丿

名

の

ち

か

該

当

い

た

し

ま

し

た

寿

祝

い

の

式

で

は

停

川

学

級

委

に

片

、

拜

砂

公

民

節

長

の

あ

い

き

つ

、

べ

鳥

助

役

、

賀

藤

議

輿

．

蓬

川

教

竹

輿

か

ら

呪

辞

を

う

け

ま

し

た

続

い

て

該

当

社

に

記

念

品

が

贈

ら

れ
．

記
念
撮

影

が
行

わ
れ
ま

し

た
で

そ

の
後
、

葎
踊
会

の
方

々

に
よ
る

口

・夲
舞
踊

や
観

賞
し

、
抔
．食

を
と

り
な

が
ら
余
Ｕ

に
よ

る

の
ど
自

慢
な

ど
ら

あ

り
な

ご

や
か
な
豪

し

い

．
日

を
過

ご
し
ま

し

た
．

７

．川

の
学
習

か
Ｉヤ

．一
り

第

一
回
の

学
習
と

し
て

べ
川

午

後

一．
時

．・
．
ナ
分

か
ら
、

北
、
南

米

に
お
け

る

川
系

人

の
現
況

に

つ
い
て
．

．几
雌
北

中
学
皎

教
諭

で
県

吹
奏
楽

辿

盟

理
小

友
板

垣
．忠
直

光
上

を
講

師
に

迎

え
て

学
習

を
行

い
ま
し

た
『

先
生
は
、
再
・
．．に
わ
た
る
渡
米
に
よ

り
、
ア

メ
リ

カ
、

ブ
ラ

ジ
ル
の

．『
ケ

畄

に

つ
い
て
謡

躍
す

る

川
本
人

な
ら

ぴ
に
日

系
廴

の
現
状

に

つ

い
て

、
判

り
易
く
講
義
か
あ
り
、
学
級
生
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
す
ば
ら
し

い
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲今年、古希・喜爵・米寿を迎えられたみなさん

▲終了証書受与　 → 年仲間づくり教官-

少
年
仲
間

づ
く
り
教
室

閉
級
式

二
月

八
日

（
日
）

九
時
か

ら

公
民

館
で

、
昭

和
六

十
一
年

度
の

少
年

仲

間

づ
く

り
教
室

の
閉
級

式

が
行
わ

れ

ま

し

た
．

こ

の
教
室

は
六

月
の

ｉ

λ

し

ぼ

く
も

き

ょ
う

か

ら
仲
間

だ
”
の

閧
級

式
に
始

ま

り
、
キ

ャ

ン
プ
研

修
．
き

ら

だ
め
し
大

会
、

史
跡

め
ぐ

り
、
廿

の

お
も
ち

ゃ

づ
く

り
、

ク
リ
ス

マ
ス

パ
ー
テ

’‐
１
な

ど
．

十
一
回

の
学
習

を
火

施
し

て
き

ま
し

た
．

式
で

は
幸
級

生
じ

卜
同
名

令
員

に

終
ｒ

証

占
か
豕

峻
さ

れ
ま
し

た
、
ま

た
占

内
紀

子

さ
ん
外

五
名
か

皆
動

耆

の
衣

彰

を
受
け

ま
し

た
．

続

い
て
教

宵
艮

、
公
民

館
艮

の
あ

い
さ

气

来

賓
を

代
表
し

て
藤

田
小

学

校
の

瀬
．尸
校
長
先

生
の
睨

辞
を

う

け

川
式

と
な

り
ま
し

た
．

こ
の

あ
と

、
お
別

れ

パ
ー
テ

ｆ
ｌ・

か
闘

か

れ
、

糾
了

．
睹

に
な
・・－

て

レ

ク

ゲ
ー
ム
を

裏
し
み

ま
し

た
．

最

後
に
廿

Ｉ
ク

ル
ぱ
け

・・．
と
の
遠

藤

会

長
よ

り

「
い
っ
ま
で

も
友

情
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ

ご

と
あ
い
さ
っ

か
あ

り
、

別
れ
を
・
借
し
み

な

が
ら
閉

会

い
た
し

ま
し

た



町
民
文
化
財
教
室

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
町
民
文
化
町
教

令

が
Ｉ
．
爿
九
日
午
後
、
町
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
数
多
く
あ
る
町
の

文
化
財
を
、
よ
く
知

。。
て

い
た
だ
こ

う
と
、
町
教
育
委
口
会
。
町
郷
上
史

研
究
会
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

教
宝
は
又
ラ
イ
ト
を
使
‐乙
て
、
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
八
の
蔔
池
利

雄
さ
ん
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

岡
史
跡
の
阿
津
賀
志
山
の
防
塁
跡

や
石
母
田
城
。
藤
田
城
、
沼
田
神
哇

本
殿
の
彫
刻
な
ど
か
紹
介
さ
れ
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
郷
土
の
歴
史
を

振
り
返

。
て
、
有
意
義
な
学
習
と
な

り
ま
し
た
。

▲熱心に耳を傾ける受講者の皆さん

▲コンサート風影

国

見

フ
ラ

ウ

エ

ン

”
手

づ
く

り
の
コ

ン

サ

ー
ト

¨

お
り

さ
ん
コ

上
フ
ス
・
国

り
｀
ワ
う

ウ

ーー
ン
（
渡
部

良
１
忿

友
ｙ

Ｌ

阪
の

「
ザ
コ

ン
峠
・
・
卜
Ｋ

じ
Ｎ
Ｉ

Ｍ
１

８７
一

と
銘
打
　

た
Ｆ

づ
で

り
の

コ
ン
鱆

Ｊ

Ｆ

が

、
『
．Ｈ

．
日
Ｔ

後
川
陌
冫

り
ま
　

フ
ラ

ウ

“
ン
カ
皆

さ
ん

に
よ

る
廴

し

い
コ

士

フ
ス

で
叭

を
開
け

、
続

い

て

町
氏

匯
の
ア

マ
演
灸

女

四
廴

か
、

ピ
ア

ノ

、
フ
ａ

ｊ
卜

、
ク
ラ

ロ
．ネ

．

卜

、
ユ

ー
フ

で

Ｉ
ア

ム
か
・
咄

を
！
・
、

ｔ

し

い
″口
色

を
響
か

せ
ま

し

た

再
び
、
コ

ー
ラ
又
の
χ
‐
れ
い
な
（

ｊ

七
二
－

今
聴

か
せ

た
あ
と

、
最

後
は

会

川

に
詰

め
か
け

た
行
楽
町

き

な
杵

さ
ん

と
．
出

場

｀
 ↓
 
-
1
で

｛
ｙ

拓

譜

｝

を

べ
卜
叫

し
応

を
閉

じ
ま
」

だ

体
育
指
導
委
員

先
進
地
研
修

町
体
介

指
心

委
八
会

の
研

修

旅
行

が
、

．一
り

．
卜
、
十

名
が
参

加

し
て

一冖
‥
わ
れ
ま

し

た

呪

察
地

は
、

ス
ポ

ー
ツ
、

レ
ク

リ

ー’
Ｉ

シ

プ

ノ
基

地
世

設
で

脚
光
を

浴

び
て

い
る
．

團
ａ

町

の
総
（
口
体

育
館

夲
・
現

察
し

ま
し

た

Ｌ

鰻
技
刈

（

．
べ

．
川
㎡

）
を

巾

心

に
１

、
剣

道

場
、
屯

球
鵬

、
ト

レ

ー
ニ
ン
グ

室
．を

備
え

た
最
粫

設
備

の

休
介

館
で

目
を

兇
張

る
も
の

が
あ

り
．

晟
ホ
ー
ツ

の
場
．

心
の

ふ

れ
あ

い
の

場

と
し
て

店
Ⅲ

き
れ
て

ぃ
る
そ

．つ
で

す
懇

談
余
で

は
．

体
介

協
会

．
体

介

術
４
＆
は
余

な
ど
の
謡
勦
利

况
に
っ

い

て

の
説
明

を
受
け

、
行
・ａ
。義

な
研

修

飛
 
4 
I

べ
″
後
の
本
町
の
又
ボ
ー
メ
活
動
の

活
性
化
に
人
い
に
役
な
っ
と
思
わ
れ

ま
す

中
央

婦
人

・
乳

幼

児
学

級

「
家

庭
看

護
法

に
つ

い
て

」

両
学
級

に
よ

る

『
家
庭
看

護

に
っ

い
て

』
の

学
習
会

か
、

一
月

二
十

一

日
と

。一
卜

八

卜
の
一
一
同

に
わ

た
り

開

催
さ

れ
ま

し
た

。

川
赤

家

庭
看
護

教
師

の
武

田
玲

子

き
ん

の
指

導
で

、
家
・
賍
で
の

病
人

の

介
護

に
つ

い
て

、
病
人

の

寝
か
せ

方
、

食
乍

の

世
話

、
伝
染

病
ｆ

防
な

ど
に

っ

い
て

学
び

ま
し

た
が
、

病
人

の
気

特
に
な
・・
。
て
看

護
す

る
こ

と
か

大
切

で

あ
る

こ
と

を
学

び
ま
し

た
。

Ａ体育指導員の先遣地視察

▲加しに受講する婦人学擾生

お
し
ら
せ

☆
町
民
講
座
受
講
生
募
集

△
ワ
ー
プ
ロ
教
室

期
日
　
三
月
七
日
、
十
四
日

時
間
Ｃ
午
加
コ
ー
ス

九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

○
午
後
コ

ー
ス

一
時
か
ら
四
時
ま
で

二
日
川
六
時
間
の
溝
習
時
間

定
日
四
十
名
（
定
員
に
て
／
切
）

｛
午
前
コ

ー

ス
ニ
ト

名
｝

（
午
後
コ

ー
ス
ニ
ト

名
）

会
費
　
五
つ
Ｄ
円

△
町
民
ス
キ
ー
教
室

期
日
　
二
月
一
卜
（
日
）

場
所
　
裏
磐
梯
帰
畷
ス
キ
ー
場

公
費
　
一
二

－
こい
つ

円

定
口
　

斤
十
名
（
中
学
生
以
Ｌ
）

交
通
　
福
鳥
女
通
バ
ス
利
川

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

町
公
民
館

’八
五
Ｉ
二
六
七
六
）

☆
町
民
卓
球
大
会

川
日
　

一
二
川

八
日

（
日

）

船
所
　

町

民
体

育
館

多
数
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
、



冬
の
つ
ど
い
で

モ

チ

つ

き

一
月
二
十
一
日
、
小
坂
小
学
校
で
、

収
穫
祭
を
兼
ね
た

ｉ
ヽ
の
つ
ど
ｙ

が
開
か
れ
、
Ｇ
四
十
四
人
の
全
校
児

竃
か
モ
チ
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
．

動
労
体
験
的
学
習
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
十
一
月
に
収
穫
し
た
米
を
用
い

た
『
モ
チ
つ
き
集
会
』
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
穫
の
喜
び
、
集
会
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、

自
分

た
ち

で
苦

劣
し
て

作
る

こ
と

に

よ

っ
て
協

力
の
人

切
さ

を
取

ら
え

き

せ
、

『
た
く

ま

し

い
子

ど
も
』

に

近

づ
け

る

た
め
行

ご

ヽ
い
る
も

の
で
．

今
午
で

三

同
目

を
迎
え

ま
し

た
『

こ

の
Ｈ

は
、
晴

れ
て

は

い
た
も
の

の
寒

風
吹
き

．
肌

傘

い
天
気
で

し

た

か
、

一
年
生

か

ら
六
叫

生
ま
で

か
交

‐‥
た
六

班
で

、
か

わ
る

か
わ
る

元
気

に
モ
チ

を
つ

い
て

い
ま
し

た
．

Ｐ

Ｔ

Ａ
の

お
父

さ
ん

や
お
母

さ
ん

に
手
伝

っ．
て

も
ら

’．
て

つ
き
あ

げ
た

モ
チ

は

．こ
ト

キ
ロ
．

さ

冫

で
ぐ

あ
ん

こ

モ
チ

に
し

て
舌

つ
づ
み

を
打

っ
て

い
ま
し

た
．

こ
の

あ
と

、
ダ

ン
ス
や

小
坂
小

ウ

ル
ト

ラ

ク
イ

ズ
な

ど
を
し

て
、
楽

し

い
ひ
と

と
き
を

過

ご
し
ま

し
た
．

▲おいしいあんこモチのできあがり

お
と
し
よ
り
と

子
供
た
ち
の
交
流
会

徳
江
北
部
の
長
寿
会
と
１
肭
会
の

交
流
き
か
。
去
る
二
月
八
日
徳
汪
北

部
公
民
郎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
三
月
下
旬
の
陽
気
で
よ

い
天
気
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
集
ま
・－

た
参
加
者
は
、
お
と
し
よ
り
、
子
供

た
ち
。
保
護
者
で
総
勢
酉
名
を
超
え

ま
し
た
。

交
流
会
に
先
立
ち
、
長
々
会
の
皆

さ
ん
が
。
二
月
七
日
に
公
民
館
や
観

音
様
境
内
の
お
そ
う
じ
を
し
て
こ
の

日
を
待
『

た
と
い
う
こ
と
で
す

午
前
ト

ー
時
ご
ろ
か
ら
モ
チ
つ
き

か
始
ま
り
ま
し
た
・

子
供
た
ち
は
千

本
杵
で
お
と
し
よ
り
た
ち
は
普
通
の

杵
で
＋
ウ
ス
の
モ
チ
を
つ
き
上
げ
ま

し
た
。
つ
き
上
が

。
た
モ
チ
は
雑
煮

と
き
な
こ
モ
チ
に
し
て
、
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
川
刀
の
子
は
お
匕

い
さ
ん

た
ち
と
竹
馬
作
り
を
し
、
竹
馬
乗
り
・

タ
コ
揚
げ
・
コ
マ
廻
し
な
ど
、
女
の
子

は
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
チ
ャ
ッ
ク
取

り
（
お
手
玉
ｙ

の
遊
び
方
を
習

い
ま

し
た
。
な
か
な
か
う
ま
で

世
ら
な
い

コ
マ
や
、
Ｌ
ｆ
に
出
来
な
い
チ
ャ

。。

ク
取
り
な
ど
昔
の
遊
び
で
時
間
の
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
る
程
で
し
た
。

は
じ
め
て
の
交
流
会
に
参
加
し
て
、

お
と
し
よ
り
た
ち
も
子
供
た
ち
も
い

つ
に
な
く

い
き
い
き
し
て
楽
し
そ
う

で
し

た
・

▲千本杵でモチをつく子供たち

書
き
ぞ
め
大
賞
に

か
が
や
く

石川克典くん

Ｆ
石
川
克
典
く
ん
の
作
品

賀藤　忍くん

第
三
十
一
回
柚
励
県
学
輿
耆
き
ぞ

め
展
か
、
二
月
十
日
か
ら
卜
五
日
ま

で
福
島
市
の
山
川
デ
パ
ー
ト
で
開
か

れ
ま
し
た
。

そ
の
展
覧
会
で
、
県
北
中
学
校
三

年
生
の
石
川
克
典
ぐ
ん
が
、
耆
き
ぞ

め
人
賞
に
か
か
や
き
ま
し
た
。

全
県
か
ら
十
六
万
八
千
点
む
の
作

品
が
出
品
さ
れ
、
大
賞
三
十
六
人
中

の

。
人
に
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

町
川
く
λ
は
、
ま
た
、
表
彰
式
に

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

同
じ
く
、
森
江
野
小
学
校
五
年
生

の
賀
藤
忍
く
ん
か
。
理
事
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

編

集
日

記

〇
こ
よ
み
の
う
え
で
の
「
立
春
一
で

は
な
く
、
本
当
に
眷
に
な
っ
た
よ
う

な
天
気
か
続
き
ま
し
た
。
先
日
、
庭

先
に
福
寿
草
か
咲
い
て
い
る
の
を
み

つ
け
ま
し
た
。
い
つ
も
は
三
月
に
な

ら
な
い
と
咲
か
な
い
の
に
、
暖
か
ら

に
綉
わ
れ
て
咲
き
出
し
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

○
最
近
地
震
か
多
い
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
『
地
震
雲
』
と
い
う
の
が
あ
る
の

を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
同
僚
の
Ｙ

さ
ん
か
、
二
回
と
も
地
震
雲
を
み
て
、

地
震
か
あ
る
と
予
言
し
た
と
い
う
の

で
す

。
も
ち
ろ
ん
的
中
し
ま
し
た
。

飛
行
機
雲
の
よ
う
な
細
長
い
雲
だ
そ

う
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
気
を
つ
け

て
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

○
広
報
担
当
の
Ｓ
さ
ん
か
結
婚
し
ま

し
々

。
こ
れ
か
ら
は
、
身
も
心
も
お

ち
つ
い
て
仕
事
か
出
癲
る
こ
と
と
思

い
ま
す
「
。
お
倖
せ
を
お
祈
り

い
た
し

ま
す
。

○
に
わ
か
に
、
Ｓ
さ
ん
の
代
わ
り
に

ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。
書
く
の
は
大

の
苦
手
。
原
稿
用
紙
の
余
自
を
み
て

た
め
息
か
出
ま
し
た
。
喬
い
て
は
消

し
蠢
い
て
は
消
し
の
連
続
で
し
た
。
Ｍ

発
作
・
崎
輿

国
兄
町
企
画
課

栂
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
蟇
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
－

一
七
　

魯
｛
○
二
四
五
‘
八
五
―
一
．一

二

（
代
表
ｙ
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